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○地表での断層位置・形状あるいは地下深部の断層形状・位置関係の検討を行った上で，既存文献の調査，変動地形学的調査，地質調査及び地球物理学的調査の
結果による地形及び地質構造，断層の活動履歴等に基づき，同時活動の可能性の検討を行い，連動を考慮するか否かについて総合的に評価を行った。総合的な
評価に際しては，国が同時活動の有無を判断するために確認しているステップ２の各項目のデータの確認を行い，その結果も考慮した。

○評価の結果，ⅷ，xiv，xviii，xix，ｘｘ，xxivの６ケースについて，連動を追加で考慮することとした。

検討対象断層の組合せ 評価結果 掲載頁

ⅰ
（1）福浦断層
（2）兜岩沖断層

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

ⅱ
（3）碁盤島沖断層
（4）富来川南岸断層

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

ⅲ
（4）富来川南岸断層
（5）酒見断層

連動しない
P.350

補足資料3.2-18

ⅳ
（4）富来川南岸断層
（8）富来川断層

連動しない P.319

ⅴ
（6）眉丈山第２断層
（10）能登島半の浦断層帯

連動しない
P.351

補足資料3.2-19

ⅵ
（6）眉丈山第２断層
（13）邑知潟南縁断層帯

連動しない
P.352

補足資料3.2-20

ⅶ
（7）海士岬沖断層帯
（9）羽咋沖東撓曲

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

ⅷ
（7）海士岬沖断層帯
（12-1）笹波沖断層帯（東部）

連動する
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

ⅸ
（10）能登島半の浦断層帯
（13）邑知潟南縁断層帯

連動しない
P.353

補足資料3.2-21

ⅹ
（10）能登島半の浦断層帯
（16）能都断層帯

連動しない
P.354

補足資料3.2-22

xi
（11）羽咋沖西撓曲
（12-1，2）笹波沖断層帯（全長）

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xii
（12-1，2）笹波沖断層帯（全長）
（22-1，2）KZ3・KZ4

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xiii
（12-1，2）笹波沖断層帯（全長）
（23-1～4）能登半島北部沿岸域断層帯

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xiv
（13）邑知潟南縁断層帯
（14）森本・富樫断層帯

連動する P.328

xv
（14）森本・富樫断層帯
（18-2）砺波平野断層帯（西部）

連動しない
P.355

補足資料3.2-23

xvi
（15）前ノ瀬東方断層帯
（19）猿山岬北方沖断層

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xvii
（15）前ノ瀬東方断層帯
（24-1～4）能登半島北部沿岸域断層帯

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xviii
(16-1)能都断層帯
(16-2)滝ノ坊断層

連動する P.337

xix
（18-1）砺波平野断層帯（西部）
（18-2）高岡断層

連動する
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xx
（17-1～3）富山湾西側海域断層
（18-1，2）高岡断層-砺波平野断層帯（西部）

連動する
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xxi
（18-2）砺波平野断層帯（西部）
（29）御母衣断層

連動しない
P.356

補足資料3.2-24

xxii
（20）砺波平野断層帯（東部）
（21）呉羽山断層帯

連動しない
P.357

補足資料3.2-25

xxiii
（22）呉羽山断層帯
（28-1）魚津断層帯

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xxiv
（28-1）魚津断層帯
（28-2～6）能登半島東方沖の断層

連動する
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

xxv
（24）KZ6
（32-1～3）石川県西方沖の断層

連動しない
敷地周辺（海域）の断
層の評価で説明予定

＜追加の連動評価結果＞
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ⅴ ⅸxi
ⅰ

xvii
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xxv

xx
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ⅹ
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国が同時活動の可能性を考慮した断層の組合せ赤色 ・・・・

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

青色・・・・・ 検討対象として選定した断層の組合せ



3.2 近接して分布する断層の連動の
検討結果
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3.2.15 富来川南岸断層と富来川断層の
連動の検討結果
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3.2.15（1） 富来川南岸断層と富来川断層の連動の検討結果 －概要－

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した富来川南岸断層と富来川断層については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走しないことから，3.1節の「当社の
連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。

青字：連動しないことを示唆するデータ

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査 ①富来川南岸断層と富来川断層の同時活動を考慮した文献はない（P.138及び第1193回審査会合 資料3-1 P.451）。

地形調査

②空中写真判読の結果，富来川南岸断層は富来川左岸の山地－平野境界に急崖等が連続して認められる南側隆起の断
層である（P.321）。

③空中写真判読の結果，富来川断層は，主に山地と富来川の谷底の間に低崖等が連続して認められる西側隆起の断層で
ある（P.321）。

④富来川南岸断層の南東方の山地と，富来川断層の西方の山地は，富来川を挟んで反対側に分布する（P.321）。

地質調査

断層面の傾斜方向
⑤ボーリング調査の結果，富来川南岸断層は南東傾斜で南東側隆起の逆断層と推定される（P.322）。
⑥ボーリング調査，地表踏査の結果，活断層研究会（1991）や今泉ほか（2018）により富来川東岸に図示された断層は認め

られない（P.145～151）。

断層間の地質構造
の連続性

⑦ボーリング調査，地表踏査の結果，富来川南岸断層の北東部のLoc.A周辺に富来川南岸断層に対応する断層は認められ
ず，また富来川断層の南端付近のIG-1孔において富来川断層に対応する破砕部は認められず，両断層は連続しない
（P.323～324）。

地球物理学的
調査

反射法地震
探査

断層面の傾斜方向
⑧富来川南岸断層は南傾斜（傾斜角約60°），富来川断層は，現在の応力場と能登半島周辺に分布する断層の形成メカニ

ズムを踏まえると，西傾斜（高角）の逆断層と推定される（P.325）。

重力異常分布

⑨ブーゲー異常図から，富来川南岸断層に沿って南側に重力異常の高まりが，富来川断層に沿って西側に重力異常の緩や
かな高まりが認められるが，両断層間では重力異常の等重力線が両断層の走向の延長方向とほぼ直交し，連続する構
造は認められない。また，水平一次微分図からも，両断層間において重力異常の急変部が連続する状況は認められない。
さらに，富来川南岸断層の重力勾配テンソル解析を行ったHiramatsu et al.(2019）によれば，富来川南岸断層の地下構造
は，今泉ほか（2018）の推定活断層とほぼ同じ範囲に分布し，周囲の活断層と連続構造を示さないとされている（P.326）。

総合評価

・富来川南岸断層と富来川断層の同時活動を考慮した文献はない（①）。
・富来川南岸断層と富来川断層は，上盤の隆起が反対側に分布する（②，③，④）。
・富来川南岸断層と富来川断層は，断層面の傾斜方向が異なり，地下深部で断層面が離れていく関係にある（⑤，⑥，⑧）。
・両断層間の地質調査において断層は認められず，両断層は連続しない（⑦）。
・重力異常図分布からは，富来川南岸断層と富来川断層の連動が想定されるような連続する構造は認められない（⑨）。

［評価結果］
・以上のことから，富来川南岸断層と富来川断層は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法

○連動の検討の結果，富来川南岸断層と富来川断層の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，富来川南岸断層と富来川断層を別々の断層として設定することとする。

コメントNo.26の回答
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3.2.15（2） 富来川南岸断層と富来川断層の連動の検討 －地形調査－

赤色立体地図
（航空レーザ計測データ計測データにより作成）

富来川断層の西側が丘陵地，
東側が沖積平野となる。

富来川南岸断層の南東側が丘陵，
北西側が沖積平野となる。

○富来川南岸断層と富来川断層について，地形調査を行った。
○空中写真判読の結果，富来川南岸断層は富来川左岸の山地－平野境界に急崖等が連続して認められる南側隆起の断層である。
○空中写真判読の結果，富来川断層は，主に山地と富来川の谷底の間に低崖等が連続して認められる西側隆起の断層である。
○富来川南岸断層の南東方の山地と，富来川断層の西方の山地は，富来川を挟んで反対側に分布する。

［凡 例］

3.2.4（3） 富来川南岸断層と富来川断層の連動の検討 －地質構造（隆起帯の連続性）－

位置図

右図拡大
範囲

リニアメント・変動地形
（富来川断層）

リニアメント・変動地形
（富来川南岸断層）

リニアメント・変動地形

コメントNo.26の回答



○富来川南岸断層と富来川断層について，断層面の傾斜方向・断層間の地質構造の連続性を検討するため，地質調査を行った。
○ボーリング調査の結果，富来川南岸断層は南東傾斜で南東側隆起の逆断層と推定される。
○ボーリング調査，地質踏査の結果，富来川南岸断層の北東部のLoc.A周辺に富来川南岸断層に対応する断層は認められず（第1193回審査会合 資料3-1 P.472），

また富来川断層の南端付近のIG-1孔において富来川断層に対応する破砕部は認められず（P.163），両断層は連続しない。
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3.2.15（3） 富来川南岸断層と富来川断層の連動の検討 －地質調査（断層面の傾斜方向・断層間の地質構造の連続性）－

5km

志賀原子力発電所

敷地周辺陸域の地質分布図
（絈野（1993）等を踏まえ，地表地質調査結果，各種分析結果を加味し，当社作成）

凡 例

富来川南岸断層

富来川断層

←N S→

ボーリング位置図

B-B’断面図（C-C ’断面図は投影）

右上図位置

Loc.A
（次頁，第1193回審査会

合 資料3-1 P.472）

IG-1孔（次々頁，P.163）

コメントNo.26の回答
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【富来川南岸断層 Loc.A】

推定区間

断層位置
（細線は副次的な断層と
評価したもの）

［凡 例］

位置図

②今泉ほか（2018）の推定
活断層沿いに断層は認
められない。

③-1
凝灰角礫岩の露頭が
分布し，そこに断層が
認められない

Cランクのリニアメント・
変動地形
（やや開析された直線状の急崖）

今泉ほか（2018）の
推定活断層

今泉ほか（2018）による水
系の屈曲

①山地－平野付近において，
山地から平野に流下する沢
沿いに分布する露頭におい
て，断層は認められない。

丘陵地

④丘陵地が南側に張り出し，富来川
南岸断層から想定される南側隆起
の地形とは異なることから，このエ
リアを断層が通る可能性が低いと
判断。

ルートマップ

③-2
富来川南岸断層に
対応する破砕部は
認められない

WD-1

リニアメント・変動地形の
延長方向（断層位置（推定
区間）沿い）に分布する谷

推定区間

断層位置

別所岳安山岩類 安山岩

IM-a

右図範囲

○ボーリング調査，地質踏査の結果，富来川南岸断層の北東部のLoc.A周辺に，富来川南岸断層に対応する断層は認められない（詳細は第1193回審査会合 資料3-
1 P.472）。

右図拡大
範囲

コメントNo.26の回答
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【富来川断層 IG-1孔】

○ボーリング調査の結果，富来川断層の南端付近のIG-1孔において，富来川断層に対応する破砕部は認められない（詳細はP.163）。

ルートマップ

ボーリング位置
IG-1孔：傾斜角度60°，L=140m

富来川断層に対応する破砕部は
認められない（詳細はP163）。

推定区間

断層位置
（細線は副次的な断層と
評価したもの）

［凡 例］

右図範囲

右図拡大
範囲

コメントNo.26の回答
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3.2.15（4） 富来川南岸断層と富来川断層の連動の検討 －反射法地震探査（断層面の傾斜方向）－

富来川断層 反射法地震探査結果

富来川南岸断層 反射法地震探査結果

別所岳安山岩類 別所岳
安山岩類大福寺砂岩層

上面

大福寺砂岩層上面基盤岩上面

○以上のことから，富来川南岸断層は南東傾斜の逆断層，富来川断層は西傾斜の逆断層であると推定され，地下深部で断層面が離れていく関係にある。

○富来川南岸断層と富来川断層の傾斜方向を検討するため，反射法地震探査の記録を確認した。
○富来川南岸断層の反射法地震探査記録を確認した結果，地表でリニアメント・変動地形を判読した位置（CMP150付近），及びボーリング調査（TJ-1孔）で深部に断層を確認した位置に，南に約

60°で傾斜する逆断層が推定された。
○富来川断層の反射法地震探査記録を確認した結果，探査測線の西側において，基盤岩やその上位の大福寺砂岩層に相当する反射パターンが緩く東側に傾斜しており，基盤岩が隆起してい

る状況が確認され，現在の応力場と能登半島周辺に分布する断層の形成メカニズム（P.33～36）を踏まえると西傾斜（高角）の逆断層と推定される。

位置図

推定区間

断層位置
（細線は副次的な断層と
評価したもの）

［凡 例］

富来川断層
反射法地震探査測線

富来川南岸断層
反射法地震探査測線

右図拡大
範囲

コメントNo.26の回答
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3.2.15（5） 富来川南岸断層と富来川断層の連動の検討 －重力異常分布－

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，
国土地理院(2006)，The Gravity
Research Group in Southwest
Japan (2001)，Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，
海域は産業技術総合研究所地
質調査総合センター(2013)，石
田ほか（2018）を用いて，金沢大
学・当社が作成した。

位置図

右図拡大
範囲

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線
推定区間

断層位置
今泉ほか（2018）の推定活断層

富来川南岸断層と富来川断層間
において重力異常の急変部が連
続する状況は認められない。

富来川断層に沿って
西側に重力異常の緩
やかな高まりが認めら
れる。

富来川南岸断層と富来川
断層の間には低重力域が
分布する。

富来川南岸断層の南側に
高重力域が認められる。

ブーゲー異常図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び
遮断波長3kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

水平一次微分図

○富来川南岸断層と富来川断層の地質構造の連続性を検討するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○重力探査結果より作成したブーゲー異常図から，富来川南岸断層に沿って南側に重力異常の高まりが，富来川断層に沿って西側に重力異常の緩やかな高まりが認

められるが，両断層間では重力異常の等重力線が両断層の走向の延長方向とほぼ直交し，連続する重力構造は認められない。
○また，水平一次微分図からも，両断層間において重力異常の急変部が連続する状況は認められない。
○さらに，富来川南岸断層の重力勾配テンソル解析を行ったHiramatsu et al.(2019）によれば，富来川南岸断層の地下構造は，今泉ほか（2018）の推定活断層とほぼ同

じ範囲に分布し，周囲の活断層と連続構造を示さないとされている（次頁）。
○以上より，連動が想定されるような連続する構造は認められない。

●：測定点

コメントNo.26の回答



当社評価
南西端

当社評価
北東端

当社評価
南西端

当社評価
北東端

当社評価
南西端

当社評価
北東端

当社評価
南西端

当社評価
北東端

重力勾配テンソルを用いた解析結果（Hiramatsu et al.(2019)に一部加筆）

○Hiramatsu et al.(2019)は富来川南岸断層の地下構造が今泉ほか（2018）の推定活断層とほぼ同じ範囲に分布し，周囲の断層と連続構造を示さないとしている。

○Hiramatsu et al.(2019)は重力勾配テンソル解析を実施し，富来川南岸断層の地下構造は傾斜角は45～60°が推定されるとしており，これは反射法地震探査で得ら
れた傾斜角と整合的である。

富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図
（Hiramatsu et al., 2019）

Ｘ Ｘ 2次元タルワニ法検討断面

活断層または推定活断層（今泉ほか，2018）

重力勾配テンソルを用いた解析範囲

地下構造が2次元的であることを示す低いDi（＜
0.5）は，富来川南岸断層全長とほぼ同じ範囲に分
布し，富来川南岸断層の両端付近で高いDi（＞
0.5）が分布することから3次元的な地下構造を示唆。

富来川南岸断層

富来川南岸断層

ＶＤのゼロ線

富来川南岸断層

富来川南岸断層

傾斜角は45～60°であると推定される。

富来川南岸断層

Ｄｉ（次元指数）

ＨＤ（水平一次微分）ＶＤ（鉛直一次微分）

ＴＤＸ

βmin（傾斜角）

地下構造が今泉ほか（2018）の推定活断層とほぼ同じ範囲に分布し，周囲の断層と連続構造を示さない。

Kusumoto（2016）は断層傾斜角を推定するため，
高いＨＤと低いDiの条件を満たす範囲の断層構造
βminを用いている。

高ＨＤ（＞2mGal/km）と低Di（＜0.5）の条件を満たす
範囲のβminを示す。

富来川南岸断層に沿ってみられる高いＨＤの広が
りは，今泉ほか（2018）による地表トレースの結果
とほぼ一致する。

【重力勾配テンソル解析（Hiramatsu et al., 2019）】

富来川南岸断層に沿ってみられる高いTDXの帯
は，北東部及び海岸沿いにみられる南北方向に
延びる高いTDXの帯と交差する。

富来川南岸断層に沿ったVDのゼロコンタｰも，
海岸近く及び北東部延長で垂直に曲がる。
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3.2.16 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の
連動の検討結果
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3.2.16（1） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

329

青字：連動しない可能性を示唆するデータ

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯については，地表での位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走し
ないことから，3.1節の「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法

○連動の検討の結果，邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動を考慮することから，断層モデルについては，邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯を一連の断層として設定すること
とする。

赤字：連動する可能性を示唆するデータ

検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査

①地震調査委員会（2005a，2013）は，邑知潟断層帯と森本・富樫断層帯を別の起震断層として設定しているものの，今後，邑知潟断層帯と
森本・富樫断層帯の活動の関連について検討する必要があるとしている（P.330）。

反射法地
震探査

断層面の傾斜方向
②下川ほか（2002），水野ほか（2003）によれば，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜（傾斜角約30°）の逆断層と推定される(P.332)。
③地震調査委員会（2013）によれば，森本・富樫断層帯は東傾斜（傾斜角約40～60°）の逆断層と推定される(P.333)。

地形調査

④空中写真判読の結果，邑知潟南縁断層帯は宝達丘陵と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる南東側隆起の断層である
(P.331)。

⑤空中写真判読の結果，森本・富樫断層帯は宝達丘陵南部と金沢平野の境界に沿って認められる東側隆起の断層である(P.331)。
⑥邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯はほぼ連続（離隔距離は約400m）して分布する(P.331)。

地球物理学的
調査

反射法地
震探査

断層間の地質構造
の連続性

⑦邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯間の反射法地震探査記録（指江測線）からは，断層等は認められず，両断層は連続しない(P.334)。

重力異常分布

⑧文科省ほか（2023）は，森本・富樫断層帯の走向方向と平行なN30°E方向の重力異常の勾配図において，森本断層の北端と邑知潟断
層帯南端の間で勾配値が大きな領域が分布しており，これは森本断層と邑知潟断層帯の地下の断層構造が連続しないことを反映して
いる可能性が現時点では考えられるとしている。ただし，文科省ほか（2023）が図示する活断層の地表トレースは「活断層詳細デジタル
マップ」（中田・今泉，2002）に基づくものであり，当社が中田・今泉（2002）以降の知見も踏まえて評価した邑知潟南縁断層帯は，上記の
勾配値が大きな領域を越えて分布していることから，邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の地下の断層構造が連続しないかどうかは
明確に判断できない(P.335)。
また，当社が評価した邑知潟南縁断層帯及び森本・富樫断層帯について，金沢大学・当社が作成したブーゲー異常図及び水平一次微
分図を基に重力異常分布との関係を検討した結果，邑知潟南縁断層帯の北部（石動山断層・古府断層）については，地形から想定され
る隆起側（南東側）に高重力異常域が分布し，隆起側に対して直線的に連続する重力異常急変部が認められるものの，邑知潟南縁断
層帯の南部（野寺断層，坪山-八野断層）と森本・富樫断層帯については，対応する重力異常急変部は認められず，連動の可能性につ
いては明確に判断できない(P.336)。

総合評価

・地震調査委員会（2005a，2013）は邑知潟断層帯と森本・富樫断層帯を別の起震断層として設定しているものの，今後，両断層の活動の
関連について検討する必要があるとしている（①）。

・邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯は断層面の傾斜方向や上盤の隆起側が同じである（②，③，④，⑤）。
・邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯間の反射法地震探査記録に変位・変形は認められないが，両断層帯は直線状にほぼ連続（離隔

距離は約400m）して分布する（⑥，⑦）。

［評価結果］
・以上のことから，邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯について，反射法地震探査の検討結果では連動しない可能性を示唆するデータ

も存在する。しかし，地震調査委員会（2005a，2013）が両断層の活動の関連について今後検討する必要があるとしていること，両断層は
傾斜方向が同じでほぼ連続（離隔距離は約400m）して分布することを踏まえると，同時に活動する可能性が否定できないことから，邑知
潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動を考慮することとし，「邑知潟南縁断層帯-森本・富樫断層帯」として，走向がNE-SW方向，南東
傾斜（約30～60°）の逆断層と評価した。

・断層長さは，邑知潟南縁断層帯の北東端から森本・富樫断層帯の南西端までの約74km区間を評価した。



3.2.16（2） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討 －文献調査（地震調査委員会，2005a，2013）－

○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動に関する文献調査を行った。
○地震調査委員会（2005a，2013）は，邑知潟断層帯と森本・富樫断層帯を別の起震断層として設定しているものの，今後，邑知潟断層帯と森本・

富樫断層帯の活動の関連について検討する必要があるとしている。

森本・富樫断層帯と邑知潟断層帯及び砺波平野断層帯西部との位置関係概略図
（地震調査委員会（2005a）に一部加筆）

志賀原子力
発電所
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○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の周辺の地形を確認するため，地形調査を行った。
○空中写真判読の結果，邑知潟南縁断層帯は宝達丘陵と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる南東側隆起の断層である。
○空中写真判読の結果，森本・富樫断層帯は宝達丘陵南部と金沢平野の境界に沿って認められる東側隆起の断層である。
○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯はほぼ連続（離隔距離は約400m）して分布する。

3.2.16（5） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討 －地形調査－

赤色立体地図※

邑知潟南縁断層帯は宝達丘
陵と邑知潟平野の境界に急
崖等が連続して認められる
南東側隆起の断層である。

森本・富樫断層帯は宝達丘
陵南部と金沢平野の境界に
沿って認められる東側隆起
の断層である。

志賀原子力
発電所

※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」
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右図拡大
範囲

拡大図

邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯
はほぼ連続（離隔距離は約400m）して
分布する。

邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

森本・富樫断層帯断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）



3.2.16（3） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討
－文献調査（反射法地震探査：断層面の傾斜方向，下川ほか（2002）；水野ほか（2003））－

○邑知潟南縁断層帯の断層面の傾斜方向を確認するため，文献調査を実施した。
○下川ほか（2002），水野ほか（2003）によれば，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜（傾斜角約30°）の逆断層であると推定される。

反射法地震探査測線（ＣＭＰ番号）位置図
（水野ほか（2003）に一部加筆）

S波反射法地震探査結果（深度断面）
（水野ほか（2003）に一部加筆）

S-1測線S-2測線

・国土地理院発行50mメッシュ数値地図及び羽咋市発行の
5,000分の1地形図を使用

解釈図
（水野ほか（2003）に一部加筆）

B測線（下川ほか，2002）

P波反射法地震探査（Ｂ測線）結果（深度断面）
（再解析後）

（水野ほか（2003）に一部加筆）

←平野側 山地側→
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○森本・富樫断層帯の断層面の傾斜方向を確認するため，文献調査を実施した。
○地震調査委員会（2013）によれば，森本・富樫断層帯は東傾斜（傾斜角約40～60°）の逆断層と推定される。

3.2.16（4） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討
－文献調査（反射法地震探査：断層面の傾斜方向，地震調査委員会（2013））－

反射断面図（表層地質及び撓曲帯も併記）
（産業技術総合研究所（2008a）を地震調査委員会（2013）が編集）

反射断面解釈図
（産業技術総合研究所，2008a）

利屋地点における反射法弾性波探査測線位置図
（産業技術総合研究所，2008a）

右上図範囲

志賀原子力
発電所

30km

位置図
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○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯間の地質構造の連続性を検討するため，両断層間の反射法地震探査記録を確認した。
○その結果，邑知潟南縁断層帯～森本・富樫断層帯間の指江測線に断層等は認められず，両断層は連続しない。

3.2.16（5） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討 －反射法地震探査（断層間の地質構造の連続性）－

解釈図

反射法地震探査断面図

← NW SE →

← NW SE →
野寺断層延長位置

30km

0 10km

下図範囲

位置図
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坪山-八野断層延長位置坪山-八野断層延長位置

坪山-八野断層延長位置坪山-八野断層延長位置

邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

森本・富樫断層帯断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

森本・富樫断層帯

邑知潟南縁断層帯

野寺断層延長位置

森本・富樫断層帯延長位置

森本・富樫断層帯延長位置

反射法地震探査測線位置図
(活断層図（都市圏活断層図）(堤ほか，2010； 基図は地理院地図)に一部加筆)



3.2.16（6） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討 －重力異常分布（文科省ほか，2023）－

○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の間の深部構造の連続性を検討するため，文献調査を行った。
○文科省ほか（2023）は，森本・富樫断層帯周辺における既往重力データを収集し，そこに新規重力データを加えた重力異常図及びその勾配図を作成し，森本・富樫断

層帯及び周辺の活断層に関する重力異常の特徴を以下のように抽出している。
・森本・富樫断層帯の走向方向と平行なN30°E方向の重力異常の勾配図（左下図）では，断層の走向方向に構造境界が存在すると勾配の絶対値が大きな領域とし

て表れる。
・森本断層の北端と邑知潟断層帯南端の間で勾配値が大きな領域が分布し，これは森本断層と邑知潟断層帯の地下の断層構造が連続しないことを反映している

可能性が現時点では考えられる。
○ただし，文科省ほか（2023）が図示する活断層の地表トレースは「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）に基づくものであり，当社が中田・今泉（2002）以降

の知見も踏まえて評価した邑知潟南縁断層帯は，上記の勾配値が大きな領域を越えて分布していることから，邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の地下の断層
構造が連続しないかどうかは明確に判断できない。
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森本・富樫断層帯の走向方向と平行なN30°E方向の重力異常の勾配図
（文科省ほか（2023）に一部加筆）

左図と地質図を重ね合わせた図
（文科省ほか（2023）に一部加筆）

・コンター間隔：0.5mGal/km
・活断層の地表トレース（赤線）は「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）に基づく

当社が評価する邑知潟
南縁断層帯の評価区間

勾配値が大きな領域



ブーゲー異常図 水平一次微分図●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal
鉛直一次微分値が0mGal/kmの等
値線

3.2.16（6） 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討 －重力異常分布－

○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の深部構造を比較するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，邑知潟南縁断層帯の北部（石動山断層・古府断層）については，地形から想定される隆起側（南東側）に高重力異常域が

分布し，隆起側に対して直線的に連続する重力異常急変部が認められるものの，邑知潟南縁断層帯の南部（野寺断層，坪山-八野断層及び内高松付近の断層）と
森本・富樫断層帯については，対応する重力異常急変部は認められず，連動の可能性については明確に判断できない。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001) ， Yamamoto et al. (2011) ， Hiramatsu et al.
(2019)，澤田ほか（2021），海域は産業技術総合研究
所地質調査総合センター(2013)，石田ほか（2018）を
用いて，金沢大学・当社が作成した。

・なお，ブーゲー異常図は，平面トレンド成分の除去及
び遮断波長4kmのローパスフィルター処理を行ってお
り，それを基に水平一次微分図を作成した。
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内高松付近の断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

坪山-八野断層
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3.2.17 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果
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3.2.17 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討

断層分布図

位置図

右図拡大範囲

志賀原子力
発電所

0 50㎞

断層位置
（細線は副次的な断層
と評価したもの）

推定区間

○能都断層帯の北東方には，活断層研究会（1990），尾崎ほか（2010）により，滝ノ坊断層（本資料ではその東方の短い断層も含めた名称とする）
が図示されており，今泉ほか（2010）によりそれに対応する位置に断層が図示されている。

○滝ノ坊断層は，敷地から半径30km以遠に分布する長さ約5.6kmの断層であり，敷地への影響が小さいことから，２章で活動性及び長さの評価の
対象として抽出していないが，能都断層帯と近接して分布することから，追加の連動評価の検討対象として選定した。

○本章では，能都断層帯と滝ノ坊断層について，連動の検討を行う。

断層位置（今泉ほか，2018）
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3.2.17（1） 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果 －概要－

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した能都断層帯と滝ノ坊断層については，地表での位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走しないことから，3.1節の「当社の連動評価の
検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。

青字：連動しないことを示唆するデータ

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査

①松田ほか（2000）は，起震断層として，活断層研究会（1991）の白坂山東方の断層，矢波山断層，古君断層，鹿波断層及び鹿
波南断層から構成された能都断層帯を示している。また，「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質総合センター）は，
これとほぼ同じ位置に，能登海岸活動セグメントを示し，一般走向N40°E，一般傾斜60°E，東側隆起の逆断層と記載してい
る（P.341）。

②活断層研究会（1990）は，能都断層帯の北東方に，滝の坊断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ5㎞，NNE走向，東傾斜）及び松波
断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ1.5㎞，NE走向，傾斜は未記載）を示している。また，尾崎（2010）は，これらとほぼ同じ位置に，
南東傾斜の実在活逆断層として，滝ノ坊断層及びその東方の断層を示している（P.342）。

③今泉ほか（2018）は，能都断層帯と滝ノ坊断層とほぼ同じ位置に分布する活断層及び推定活断層について，珠洲-穴水断層帯
として一連の断層帯と記載している（P.343）。

地形調査 ④今泉ほか（2018）によれば，滝ノ坊断層は，丘陵地内に逆向き低断層崖として認められる南東側隆起の逆断層である（P.344）。

地形調査
⑤空中写真判読の結果，能都断層帯は丘陵地内に急崖等が認められる南東側隆起の断層帯である（P.344）。
⑥能都断層帯の北東端付近では，矢波山リニアメントの北東方延長の能登町宇出津付近に分布する高位段丘面及び中位段丘
Ⅰ面には，北西側低下の傾向は認められない（P.345）。

地質調査

⑦能都断層帯は，漸新世の高洲山層及び前期中新世の縄又層の分布域に位置する（P.346）。
⑧滝ノ坊断層は，漸新世の高洲山層，前期中新世の合鹿層，神和住層及び馬緤層，宝立山層の分布域に位置する（P.346）。

断層面の傾斜方向 ⑨能都断層帯については，露頭で44°で南東傾斜する断層が確認される（P.346）。

地球物理学的
調査

重力異常分布
⑩重力探査結果より作成したブーゲー異常図から，能都断層帯に沿って，大局的に北西側の重力異常値が高い傾向が認めら
れるが，断層と重力異常の対応は明瞭ではない。また，滝ノ坊断層についても，西の重力異常値が高い傾向が認められるが，
断層と重力異常の対応は明瞭ではない。以上より，両断層帯の連動の可能性については明確に判断できない（P.347）。

総合評価

・能都断層帯と滝ノ坊断層は，ともに走向・傾斜が類似し，主に南東側隆起の変位センスを示す短い断層群からなり，両断層は
直線状に並んで分布する（①，②，④，⑨）。
・能都断層帯と滝ノ坊断層について，今泉ほか（2018）は珠洲-穴水断層帯として一連の断層帯としている（③）。
・能都断層帯と滝ノ坊断層の間には，地形的な連続性は認められない（⑥）。

［評価結果］
・以上のことから，能都断層帯と滝ノ坊断層について，地形調査の結果では連動しない可能性を示唆するデータも存在する。し
かし，能都断層帯及び滝ノ坊断層は，走向や変位センスが概ね同じ断層群からなり，直線状に並んで分布すること，また両断
層は今泉ほか（2018）で一連の断層帯とされていることを踏まえ，同時に活動する可能性が否定できないことから，両断層の連
動を考慮することとし，「能都断層帯－滝ノ坊断層」として，走向がNE-SW方向，南東傾斜（44°）の逆断層と評価した（次頁）。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法

○連動の検討の結果，能都断層帯と滝ノ坊断層の連動を考慮することから，断層モデルについては，能都断層帯と滝ノ坊断層を一連の断層として設定することとする。

赤字：連動する可能性を示唆するデータ
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断層分布図

断層位置
（細線は副次的な断層と評価したもの）

推定区間

断層端点

位置図

右図拡大範囲

志賀原子力
発電所

0 50㎞

断層位置（今泉ほか，2018）
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3.2.17（2） 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の連動の検討 －文献調査（松田ほか（2000）等）－

○松田ほか（2000）は，起震断層として，活断層研究会（1991）の白坂山東方の断層，矢波山断層，古君断層，鹿波断層及び鹿波南断層から構成された能都断層帯を示している。また，「活断層
データベース」（産業技術総合研究所地質総合センター）は，これとほぼ同じ位置に，能登海岸活動セグメントを示し，一般走向N40°E，一般傾斜60°E，東側隆起の逆断層と記載している。

【松田ほか（2000）及び「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質総合センター） 】

○松田ほか（2000）は，起震断層として，活断層研究会（1991）の白坂山東方の断層，矢波山断層，古君断層，鹿波断層及び鹿波南断層から構成された能都断層帯を示している。また，「活断層
データベース」（産業技術総合研究所地質総合センター）は，これとほぼ同じ位置に，能登海岸活動セグメントを示し，一般走向N40°E，一般傾斜60°E，東側隆起の逆断層と記載している。

○活断層研究会（1990）は，能都断層帯の北東方に，滝の坊断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ5㎞，NNE走向，東傾斜）及び松波断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ1.5㎞，NE走向，傾斜は未記載）を示
している。また，尾崎（2010）は，これらとほぼ同じ位置に，南東傾斜の実在活逆断層として，滝ノ坊断層及びその東方の断層を示している。

○今泉ほか（2018）は，能都断層帯と滝ノ坊断層とほぼ同じ位置に分布する活断層及び推定活断層について，珠洲-穴水断層帯として一連の断層帯と記載している（P.343）。

P.490 再掲

コメントNo.71の回答

「活断層データベース」に一部加筆

能登海岸活動セグメント

松田ほか（2000）に一部加筆

〈図幅63〉
19：白坂山東方
20：矢波山断層
21：古君断層
23：鹿波断層

〈図幅69〉
2：鹿波南断層

〈図幅63〉〈図幅69〉

活断層研究会（1990）を編集，一部加筆

能都断層帯
（松田ほか，2000）
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【活断層研究会（1990）及び尾崎（2010）】

尾崎（2010）活断層研究会（1990）

○活断層研究会（1990）は，能都断層帯の北東方に，滝の坊断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ5㎞，NNE走向，東傾斜）及び松波断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ1.5㎞，NE走向，傾斜は未記載）を示
している。また，尾崎（2010）は，これらとほぼ同じ位置に，南東傾斜の実在活逆断層として，滝ノ坊断層及びその東方の断層を示している。

4：松波断層
5：滝ノ坊断層

前
期
中
新
世

中
期
中
新
世

漸
新
世

後
期
更
新
世
～
完
新
世

中
後
期
更
新
世

前
期

更
新
世
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【今泉ほか（2018）】

○今泉ほか（2018）は，能都断層帯と滝ノ坊断層とほぼ同じ位置に分布する活断層及び推定活断層について，珠洲-穴水断層帯として一連の断層帯と記載している。

珠洲-穴水断層帯

今泉ほか（2018）に加筆

0 10㎞



0 2km
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3.2.17（3） 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果 －文献調査（地形調査，今泉ほか（2018）），地形調査－

赤色立体地図
（航空レーザ計測データ計測データにより作成）

○能都断層帯と滝ノ坊断層について，地形調査を行った。
○空中写真判読の結果，能都断層帯は丘陵地内に急崖等が認められる南東側隆起の断層帯である。
○また，滝ノ坊断層は，今泉ほか（2018）によれば，丘陵地内に逆向き低断層崖として認められる南東側隆起の逆断層である。

リニアメント・変動地形分布図

リニアメント・変動地形（能都断層帯）

滝ノ坊断層（今泉ほか，2018）

［凡 例］

活断層（今泉ほか,2018）
ケバは断層崖の低下側を示す。
（滝ノ坊断層に対応する位置の断層を表示） 0 2km



○能都断層帯の北東端付近では，矢波山リニアメントの北東方延長の能登町宇出津付近に分布する高位段丘面及び中位段丘Ⅰ面には，北西側低下の傾向は認めら
れない。

3.2.17 （3） 能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動の検討 －地形調査－

断層分布図

断層位置
（細線は副次的な断
層と評価したもの）推定

区間

断層位置
（今泉ほか，2018）

右図範囲

WNW ESE

写真2
高位段丘Ⅳ面堆積層の土壌
赤褐色（2.5YR4/6)を呈するシルト
質粘土からなり，斑紋状を呈する。

写真①
中位段丘Ⅰ面堆積層の
極細粒砂

W E

段丘面標高投影断面図

段丘面分布図

段丘面内縁標高分布範囲

矢波山リニアメント

写真①地点

写真②地点

矢波山リニアメント

矢波山リニアメントの
延長方向

矢波山リニアメントの
延長方向
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○能都断層帯と滝ノ坊断層の地質分布の特徴を検討するため，文献の地質図を用いた検討を行った。
○能都断層帯は，漸新世の高洲山層及び前期中新世の縄又層の分布域に位置する。
○滝ノ坊断層は，漸新世の高洲山層，前期中新世の合鹿層，神和住層及び馬緤層，宝立山層の分布域に位置する。
○能都断層帯については，露頭で44°で南東傾斜する断層が確認される。

3.2.17（3） 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動検討 －地質調査（断層面の傾斜方向）－

地質図
（尾崎（2010）に一部加筆）

東印内互層

断層露頭
（右上図位置）
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能都断層帯 断層露頭スケッチ（詳細はP.257）

前
期
中
新
世

中
期
中
新
世

漸
新
世

後
期
更
新
世
～
完
新
世

中
後
期
更
新
世

前
期

更
新
世

地質図凡例
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3.2.17（4） 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の連動の検討 －重力異常分布－

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土
地理院(2006)，The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001)，
Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et
al. (2019)，海域は産業技術総合研究
所地質調査総合センター(2013)，石田
ほか（2018）を用いて，金沢大学・当社
が作成した。

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び
遮断波長3kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

○能都断層帯と滝ノ坊断層の地質構造の連続性を検討するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○重力探査結果より作成したブーゲー異常図から，能都断層帯に沿って，大局的に北西側の重力異常値が高い傾向が認められるが，断層と重力
異常の対応は明瞭ではない。

○また，滝ノ坊断層についても，西の重力異常値が高い傾向が認められるが，断層と重力異常の対応は明瞭ではない。
○以上より，両断層帯の連動の可能性については明確に判断できない。

●：測定点

ブーゲー異常図 水平一次微分図

位置図

右図拡大範囲

志賀原子力
発電所

0 50㎞

断層位置
（細線は副次的な断層
と評価したもの）

推定区間

断層位置（今泉ほか，2018）
（滝ノ坊断層に対応する位置
の断層を表示）



余白
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3.2.18 富来川南岸断層と酒見断層の連動の検討結果

3.2.19 眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の連動の検討結果

3.2.20 眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯の連動の検討結果

3.2.21 能登島半の浦断層と邑知潟南縁断層帯の連動の検討結果

3.2.22 能登島半の浦断層と能都断層帯の連動の検討結果

3.2.23 森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.24 砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果

3.2.25 砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果



検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査 ①富来川南岸断層と酒見断層の同時活動を考慮した文献はない（P.79及び第1193回審査会合 資料3-1 P.451）。

地形調査

②空中写真判読の結果，富来川南岸断層は富来川左岸の山地－平野境界に急崖等が連続して認められる南側隆起の断層である（補足資料3.2-
18（2）P.3.2-18-3）。

③空中写真判読の結果，酒見断層は主に丘陵と平野の境界に低崖等が連続して認められる西側隆起の断層である（補足資料3.2-18（2）P.3.2-18-
3）。

④富来川南岸断層の南東方の山地と，酒見断層の西方の丘陵は，平野により隔たれている（補足資料3.2-18（2）P.3.2-18-3）。

地質調査
隆起帯の連続性

⑤富来川南岸断層の南東方，及び酒見断層の西方に中新世の別所岳安山岩類が分布するが，両者の間には沖積層が分布し，隔たれている（補
足資料3.2-18（3）P.3.2-18-4）。

断層面の傾斜方向 ⑥ボーリング調査の結果，富来川南岸断層は南東傾斜で南東側隆起の逆断層と推定される（補足資料3.2-18（3）P.3.2-18-4）。

地球物理
学的調査

反射法地
震探査

断層面の傾斜方向
⑦富来川南岸断層は南傾斜（傾斜角約60°），酒見断層は，現在の応力場と能登半島周辺に分布する断層の形成メカニズムを踏まえると，西傾斜
（高角）の断層であると推定される（補足資料3.2-18（4）P.3.2-18-5）。

海上音波
探査

断層間の地質構造
の連続性

⑧富来川南岸断層の南西方のNo.6.75U測線及びNo.108U測線，酒見断層の南方のNo.6.5-2U測線からは，断層等は認められず，両断層は連続し
ない（補足資料3.2-18（5）P.3.2-18-6）。

重力異常分布
⑨ブーゲー異常図から，富来川南岸断層に沿って南側に重力異常の高まりが，酒見断層に沿って東側に重力異常の高まりが認められ，これらの間
には低重力域が分布し，連続する構造は認められない（補足資料3.2-18（6）P.3.2-18-7）。

総合評価

・富来川南岸断層と酒見断層の同時活動を考慮した文献はない（①）。
・富来川南岸断層と酒見断層は，上盤の隆起が反対側に分布する（②，③，④，⑤）。
・富来川南岸断層と酒見断層は，断層面の傾斜方向が異なり，地下深部で断層面が離れていく関係にある（⑥，⑦）。
・両断層間の音波探査記録に変位，変形は認められず，両断層は連続しない（⑧）。
・重力異常分布からは，富来川南岸断層と酒見断層の連動が想定されるような連続する構造は認められない（⑨）。

［評価結果］
・以上のことから，富来川南岸断層と酒見断層は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した富来川南岸断層と酒見断層については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走することから，3.1節の
「当社の連動評価の検討方法」に基づき，地下深部の断層形状・位置関係の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-18。

青字：連動しない可能性を示唆するデータ＜同時活動の可能性の検討＞

○連動の検討の結果，富来川南岸断層と酒見断層の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，富来川南岸断層と酒見断層を別々の断層として設定することとする。

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル

の
設
定
方
法

＜地下深部の断層形状・位置関係の検討＞

【富来川南岸断層】
・ボーリング調査及び反射法地震探査の結果，富来川南岸断層は南東傾斜（約60°）で南東側隆起の逆断層と推定される（補足資料3.2-18（3，4）P.3.2-18-4，5）。

【酒見断層】
・反射法地震探査の結果，基盤岩の上面に西上がりの傾向が認められ，現在の応力場と能登半島周辺に分布する断層の形成メカニズムを踏まえると，酒見断層は西傾斜（高角）の逆断層と推定される。（補足資料

3.2-18（4）P.3.2-18-5）。

⇒富来川南岸断層と酒見断層は並走して分布し，富来川南岸断層は南東傾斜，酒見断層は西傾斜で，断層面の傾斜方向が異なり，地下で収斂する位置関係にない。

評 価
・地下深部の断層形状・位置関係の検討の結果，富来川南岸断層と酒見断層は並走して分布し，地下で収斂する位置関係にないことから，主断層－主断層の関係にあると判断さ
れる。
・したがって，両断層がともに震源断層として活動すると判断されることから，同時活動の可能性の検討を行った。
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3.2.18 富来川南岸断層と酒見断層の連動の検討結果 －概要－



3.2.19 眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の連動の検討結果 ー概要ー
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○検討対象とする断層の組合せとして抽出した眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走しないことから，3.1節の
「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-19。

青字：連動しない可能性を示唆するデータ＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル

の
設
定
方
法

○連動の検討の結果，眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯を別々の断層として設定することとする。

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文
献
調
査

①眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の同時活動を考慮した文献はない（P.106，107及び第1193回審査会合 資料2-1 P.183，200，215）。

地質調査 断層面の傾斜方向 ②太田ほか（1976）によれば，半の浦東断層の断層崖基部に，南北走向で西に60°傾斜する断層の露頭が記載されている（補足資料3.2-19（2）P.3.2-19-3）。

地形調査

③眉丈山第２断層は，丘陵地と平野の境界に位置し，北西側に直線的な尾根線をもつ眉丈山地を伴う。一方で，能登島半の浦断層帯は，能登島の丘陵地内に分布し，また，南部の七尾湾に
おいては，断層に沿った明瞭な線状の地形は認められない。以上より，両断層は，地形的には，丘陵地－平野境界を形成する断層と丘陵地内の断層という差異がある（補足資料3.2-19
（3）P.3.2-19-4）。

④空中写真判読の結果，眉丈山第２断層は眉丈山南東斜面と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる北西側隆起の断層である（補足資料3.2-19（3）P.3.2-19-4）。
⑤空中写真判読の結果，能登島半の浦断層帯の陸域部は主に丘陵地内に崖等が認められる西側隆起の断層帯である（補足資料3.2-19（3）P.3.2-19-4）。
⑥眉丈山第２断層の北東部の羽坂では，中位段丘Ⅰ面に変位，変形が認められない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-10）。

地質調査

⑦眉丈山第２断層の上盤では基盤である先第三系の花崗岩・片麻岩が地表に露出し，断層の累積的な変位量が大きいことを示唆するが，北東方でその分布は途切れ，能登島半の浦断層帯
付近では認められない。以上より，断層沿いの先第三系の花崗岩・片麻岩の分布状況が異なる（補足資料3.2-19（4）P.3.2-19-5）。

断層面の傾斜方向
⑧眉丈山第２断層の中央付近でのボーリング調査結果によれば，先第三系の花崗岩を新第三系に衝上させる北西傾斜（約60°）の断層が確認される（補足資料3.2-19（4）P.3.2-19-6）。
⑨能登島半の浦断層帯について，半の浦西リニアメント東方では西傾斜で西上がりの断層露頭が確認され，半の浦西リニアメントと関連する構造の可能性がある（補足資料3.2-19（4）P.3.2-

19-6）。

断層間の地質構造
の連続性

⑩眉丈山第２断層の北東部の羽坂では，高階層に変位，変形が認められない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-10）。
⑪眉丈山第２断層の北東部の下町でのトレンチ・ボーリング調査結果によれば，眉丈山第２断層に対応する断層は認められず，また，高階層の上部層と下部層の境界及び下位の赤浦砂岩層

との境界が平野下までほぼ水平に分布する（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-9）。
⑫眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の間の八幡におけるボーリング調査結果によれば，リニアメント・変動地形に対応する断層は認められない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-13，14）。

地
球
物
理
学
的
調
査

反射法地震探査
断層間の地質構造
の連続性

⑬眉丈山第２断層の北東端付近の下町における反射法地震探査（徳田北方測線）において，赤浦砂岩層の反射パターンに明瞭な断層や撓曲は認められない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-9）。
⑭能登島半の浦断層帯の南方における反射法地震探査（万行測線）の結果，能登島半の浦断層帯に対応する断層は認められない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-12）。

海上音波探査
断層間の地質構造
の連続性

⑮能登島半の浦断層帯の南部を構成する七尾湾調査海域の断層は，いずれもＤ層内に伏在し，B層（中・後期更新世）以上に変位，変形が認められない箇所が多く，後期更新世以降の活動
の痕跡が明瞭でない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-11）。

重力異常分布
⑯眉丈山第２断層の地形から想定される隆起側に対応して直線的に連続する重力異常急変部が認められ，その範囲は，おおむね眉丈山第２断層の評価範囲と整合的である。能登島半の浦

断層帯は，対応する重力異常急変部は認められないものの，大局的には，地形から想定される隆起側（西側）と反対側に高重力域が分布する。両断層の隆起側において，高重力異常域
が連続する状況は認められず，重力異常急変部が連続する状況も認められない（補足資料3.2-19（5）P.3.2-19-7）。

断層の
活動履
歴

変位量分布

⑰眉丈山第２断層は中央部付近，能登島半の浦断層帯では北部（陸域）において変位量が大きく，両断層が近接する区間では，後期更新世以降の変位，変形が認められない箇所が多いこと
から，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認められない（補足資料3.2-19（6）P.3.2-19-8）。
・眉丈山第２断層について，中央部付近では基盤岩の断層沿いの変位が認められるが，北東部においては中新世の赤浦砂岩層や更新世の高階層及び中位段丘Ⅰ面に変位が認められな
い。
・能登島半の浦断層帯について，北部（陸域）では更新世の高位段丘面について断層沿いの変位が認められるが，陸域の南端やさらに南方の七尾湾調査海域において，後期更新世以降
の変位，変形が認められない箇所が多く，さらに南方の陸域において，新第三系や第四系に明瞭な断層や撓曲は認められない。

・両断層帯の間において，リニアメント・変動地形に対応する断層は認められない。

総合評価

・眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の同時活動を考慮した文献はない（①）。
・眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯では，地形的には，丘陵地－平野境界を形成する断層と丘陵地内の断層という差異があり，また，断層沿いの先第三系の花崗岩・片麻岩の分布状況
が異なる（③，⑦）。

・両断層の近接部における地形，地質調査，反射法地震探査，海上音波探査の結果，明瞭な変位，変形は認められず，両断層は連続しない（⑥，⑧，⑨，⑩，⑪，⑫，⑬，⑭，⑮）。
・重力異常分布からは，眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯の連動が想定されるような連続する構造は認められない（⑯）。
・変位量分布からは，眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認められない（⑰）。

［評価結果］
・以上のことから，眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。



検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査

①地震調査委員会（2005a）は，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯を別の起震断層として設定している（補足資料3.2-20（2）P.3.2-20-3）。

反射法地震
探査

断層面の傾斜方向
②下川ほか（2002）によれば，眉丈山第２断層は北西傾斜の逆断層と推定される（補足資料3.2-20（5）P.3.2-20-6）。
③下川ほか（2002），水野ほか（2003）によれば，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜（傾斜角約30°）の逆断層と推定される（補足資料3.2-20（5）P.3.2-20-6）。

地形調査

④空中写真判読の結果，眉丈山第２断層は眉丈山南東斜面と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる北西側隆起の断層である（補足資料3.2-20（3）
P.3.2-20-4）。
⑤空中写真判読の結果，邑知潟南縁断層帯は宝達丘陵と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる南東側隆起の断層である（補足資料3.2-20（3）P.3.2-

20-4）。
⑥眉丈山第２断層の北西側の山地と，邑知潟南縁断層帯の南東側の丘陵は，邑知潟平野により隔たれている（補足資料3.2-20（3）P.3.2-20-4）。

地質調査
隆起帯の連続性

⑦眉丈山第２断層の北西方及び邑知潟南縁断層帯の南東方に，中新世の高畠礫岩層，滝礫岩層・石動山礫岩層及び先第三紀の花崗岩・片麻岩が分布するが，
両者の間には沖積層が分布し，隔たれている（補足資料3.2-20（4）P.3.2-20-5）。

断層面の傾斜方向 ⑧ボーリング調査の結果，眉丈山第２断層に相当する北西傾斜（傾斜角約60°）の逆断層が認められる（補足資料3.2-20（4）P.3.2-20-5）。

地球物理
学的調査

反射法地震
探査

断層間の地質構造
の連続性

⑨下川ほか（2002）が眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯を横断する測線で実施した反射法地震探査記録を確認した結果，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯
の間に断層等を示唆するような変位・変形は認められない（補足資料3.2-20（5）P.3.2-20-6）。

重力異常分布
⑩ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，高重力異常域は眉丈山第２断層では北西側（隆起側），邑知潟南縁断層帯のうち北部の石動山断層・古府断層では
南東側（隆起側）に分布しており，いずれも隆起側に対して直線的に連続する重力異常急変部が認められる。また，両断層間において，低重力異常域が分布し，
重力異常急変部は連続せず，両断層の間には連続する構造は認められない（補足資料3.2-20（6）P.3.2-20-7）。

断層の活動履歴 最新活動時期

⑪眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯の最新活動時期を比較した結果，両断層は最新活動時期が異なる（補足資料3.2-20（7）P.3.2-20-8）。
・ボーリング調査の結果，眉丈山第２断層を不整合に覆う更新世の堆積物には断層運動による影響が見られず，更新世の堆積物の最上部層はAT（2.8～3万年
前）を含むことから，眉丈山第２断層の最新活動は少なくとも2.8万年前以前である。

・地震調査委員会（2005a）は，邑知潟南縁断層帯の最新活動時期を約3千2百年前以後，9世紀以前と推定している。

総合評価

・眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯の同時活動を考慮した文献はない（①）。
・眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯は，断層面の傾斜方向が異なり，地下深部で断層面が離れていく関係にある（②，③，⑧）。
・眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯は，上盤側の隆起が反対側に分布する（④，⑤，⑥，⑦）。
・両断層間の反射法地震探査記録に変位・変形は認められず，両断層は連続しない（⑨）。
・重力異常分布からは，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯の連動が想定されるような連続する構造は認められない（⑩）。
・眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯は最新活動時期が異なる（⑪）。

［評価結果］
・以上のことから，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。
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3.2.20 眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯の連動の検討結果

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走することから，3.1節の「当社
の連動評価の検討方法」に基づき，地下深部の断層形状・位置関係の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-20。

青字：連動しない可能性を示唆するデータ＜同時活動の可能性の検討＞

○連動の検討の結果，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯を別々の断層として設定することとする。

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ

ル
の
設
定

方
法

＜地下深部の断層形状・位置関係の検討＞

【眉丈山第２断層】
・ボーリング調査の結果，眉丈山第２断層は北西傾斜（傾斜角約60°）の逆断層と推定される（補足資料3.2-20（4）P.3.2-20-5）。

【邑知潟南縁断層帯】
・下川ほか（2002），水野ほか（2003）によれば，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜（傾斜角約30°）の逆断層と推定される（補足資料3.2-20（5）P.3.2-20-6）。

⇒眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯は並走して分布し，眉丈山第２断層は北西傾斜，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜で，断層面の傾斜方向が異なり，地下で収斂する位置関係にない。

評 価
・地下深部の断層形状・位置関係の検討の結果，眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯は並走して分布し，地下で収斂する位置関係にないことから，主断層－主断層の関係にあると判断され
る。
・したがって，両断層がともに震源断層として活動すると判断されることから，同時活動の可能性の検討を行った。



検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査

①能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯の同時活動を考慮した文献はない（補足資料3.2-21（2）P.3.2-21-3）。

反射法地
震探査

断層面の傾斜方向 ②水野ほか（2003）によれば，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜（傾斜角約30°）の逆断層であると推定される（補足資料3.2-21（2）P.3.2-21-4）。

地質調査 断層面の傾斜方向
③太田ほか（1976）によれば，半の浦東断層の断層崖基部に，南北走向で西に60°傾斜する断層の露頭が記載されている（補足資料3.2-21
（2）P.3.2-21-4）。

地形調査

④邑知潟南縁断層帯は，標高500m程度に及ぶ宝達丘陵と標高50m以下の邑知潟平野の境界に位置するが，能登島半の浦断層帯は能登島
の主に標高100m以下の丘陵地内に分布し，両断層は，地形的には，丘陵地－平野境界を形成する断層と丘陵内の断層という差異がある
（補足資料3.2-21（3）P.3.2-21-5）。

⑤空中写真判読の結果，能登島半の浦断層帯の陸域部は主に丘陵地内に崖等が認められる西側隆起の断層帯である（補足資料3.2-21（3）
P.3.2-21-5）。

⑥空中写真判読の結果，邑知潟南縁断層帯は宝達丘陵と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる南東側隆起の断層である（補足
資料3.2-21（3）P.3.2-21-5）。

地質調査 断層面の傾斜方向
⑦能登島半の浦断層帯について，半の浦西リニアメント東方では西傾斜で西上がりの断層露頭が確認され，半の浦西リニアメントと関連する
構造の可能性がある（補足資料3.2-21（4）P.3.2-21-6）。

地球物理学
的調査

反射法地
震探査

断層間の地質構造
の連続性

⑧能登島半の浦断層帯の南方及び邑知潟南縁断層帯の北東方における反射法地震探査（万行測線）の結果，能登島半の浦断層帯及び邑
知潟南縁断層帯に対応する断層は認められない（補足資料3.2-21（5）P.3.2-21-7）。

海上音波
探査

断層間の地質構造
の連続性

⑨能登島半の浦断層帯の南部を構成する七尾湾調査海域の断層は，いずれもＤ層内に伏在し，B層（中・後期更新世）以上に変位，変形が認
められない箇所が多く，後期更新世以降の活動の痕跡が明瞭でない（補足資料3.2-21（6）P.3.2-21-8）。

重力異常分布

⑩能登島半の浦断層帯は，対応する重力異常急変部は認められないものの，大局的には，地形から想定される隆起側（西側）と反対側に高
重力域が分布する。邑知潟南縁断層帯のうち北部の石動山断層・古府断層については，ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，地形
から想定される隆起側（南東側）に高重力異常域が分布し，隆起側に対して直線的に連続する重力異常急変部が認められる。両断層の隆
起側において，高重力異常域が連続する状況は認められず，重力異常急変部が連続する状況も認められない（補足資料3.2-21（7）P.3.2-
21-9）。

総合評価

・能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯の同時活動を考慮した文献はない（①）。
・能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯は，断層面の傾斜方向が異なり、地下深部で断層面が離れていく関係にある（②，③，⑦）。
・両断層帯は，地形的には，丘陵地－平野境界を形成する断層と丘陵内の断層という差異がある（④）。
・両断層帯の上盤の隆起が反対側に分布する（⑤，⑥）。
・両断層間の近接部の反射法地震探査，海上音波探査記録に明瞭な変位，変形は認められず，両断層は連続しない（⑧，⑨）。
・重力異常分布からは，能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯の連動が想定されるような連続する構造は認められない（⑩）。

［評価結果］
・以上のことから，能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。
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3.2.21 能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯の連動の検討結果 ー概要ー

青字：連動しない可能性を示唆するデータ

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走しない
ことから，3.1節の「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-21。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法

○連動の検討の結果，能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯を別々の断層として設
定することとする。
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3.2.22 能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動の検討結果 ー概要ー

青字：連動しない可能性を示唆するデータ

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した能登島半の浦断層帯と能都断層帯については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走し
ないことから，3.1節の「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-22。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法

○連動の検討の結果，能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，能登島半の浦断層帯と能都断層帯を別々の断層として設定することとす
る。

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査

①能登島半の浦断層帯と能都断層帯の同時活動を考慮した文献はない（P.250及び第1193回審査会合資料 P.183，200，
215）。

地質調査 断層面の傾斜方向
②太田ほか（1976）によれば，半の浦東断層の断層崖基部に，南北走向で西に60°傾斜する断層の露頭が記載されている
（補足資料3.2-22（2）P. 3.2-22-3）。

地形調査

③空中写真判読の結果，能登島半の浦断層帯の陸域部は主に丘陵地内に崖等が認められる西側隆起の断層帯である（補足
資料3.2-22（3）P.3.2-22-4）。

④空中写真判読の結果，能都断層帯は丘陵地内に急崖等が認められる南東側隆起の断層帯である（補足資料3.2-22（3）
P.3.2-22-4）。

⑤能登島半の浦断層帯の北端では，高位段丘Ⅰ面に変位，変形は認められず，能都断層帯の南西端付近では，断層延長に
おいて中位段丘Ⅰ面に高度差が認められない（補足資料3.2-22（3）P.3.2-22-5）。

地質調査 断層面の傾斜方向

⑥能登島半の浦断層帯については，半の浦西リニアメント東方では西傾斜で西上がりの断層露頭が確認され，半の浦西リニ
アメントと関連する構造の可能性がある（補足資料3.2-22（4）P.3.2-22-6）。

⑦能都断層帯については，露頭で44°で南東傾斜する断層が確認される（補足資料3.2-22（4）P.3.2-22-6）。

地球物理学的
調査

海上音波
探査

断層間の地質構造
の連続性

⑧能登島半の浦断層帯と能都断層帯の間の海上音波探査記録を確認した結果，両断層帯間の測線（L-27～L-22測線）から
は，連続性のある断層等は認められず，両断層帯は連続しない（補足資料3.2-22（5）P.3.2-22-7～9）。

重力異常分布
⑨能都断層帯に沿って，大局的に北西側の重力異常値が高い傾向が認められる。また，能登島半の浦断層帯に沿って，大局
的に東側の重力異常値が高い傾向が認められるが，等重力線は断層と斜交しており，断層と重力異常との対応は認められ
ない。以上より，両断層帯の連動の可能性については明確に判断できない（補足資料3.2-22（6）P.3.2-22-10）。

総合評価

・能登島半の浦断層帯と能都断層帯の同時活動を考慮した文献はない（①）。
・能登島半の浦断層帯と能都断層帯は，断層面の傾斜方向が異なり、地下深部で断層面が離れていく関係にある（②，⑥，
⑦）。
・両断層の上盤の隆起が反対側に分布する（③，④）。
・両断層帯では，地形的な連続性は認められない（⑤）。
・両断層帯間の音波探査記録に変位，変形は認められず，両断層帯は連続しない（⑧）。

［評価結果］
・以上のことから，能登島半の浦断層帯と能都断層帯は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。
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3.2.23 森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査
①文科省ほか（2023）は，森本断層の北端を最も長く図示している。また，松多ほか（2016）は，富樫断層の南端を最も長く図示している
⇒当社は，上記の端部から，森本・富樫断層帯の断層長さを約30㎞と評価している（P.291）。

②地震調査委員会（2008）は，砺波平野断層帯（西部）の断層長さを26kmとしている（第1193回審査会合 資料2-1 P.353）。

断層の活動履歴 平均変位速度

③地震調査委員会（2013）によれば，森本・富樫断層帯の平均変位速度は概ね1m/千年（上下成分）である（補足資料3.2-23（3）P.3.2-
23-5）。
④地震調査委員会（2008）によれば，砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は0.3-0.4m/千年程度以上（上下成分）である（補足資料
3.2-23（3）P.3.2-23-5）。

総合評価

・森本・富樫断層帯の長さは約30km，砺波平野断層帯（西部）の長さは約26kmであり，断層長さはほぼ同程度である（①，②）。
・文献調査の結果に基づく平均変位速度を比較した結果，森本・富樫断層帯は砺波平野断層帯（西部）よりも平均変位速度が大きいとも
考えられるが，砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度はさらに大きい可能性もあるため，明確に判断できない（③，④）。

［評価結果］
・検討の結果，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）のいずれが主断層であるかは明確に判断できないことから，断層モデルにつ
いては，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）のそれぞれが主断層となるケースを個別に設定することとする。

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走するこ
とから，3.1節の「当社の連動評価の検討方法」に基づき，地下深部の断層形状・位置関係の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-23。

【森本・富樫断層帯】
・地震調査委員会（2013）によれば，森本・富樫断層帯は東傾斜（傾斜角約40～60°）の逆断層と推定される（補足資料3.2-23（2）P.3.2-23-3）。

【砺波平野断層帯（西部）】
・地震調査委員会（2008）によれば，砺波平野断層帯（西部）は北西傾斜（約45～50°）の逆断層である（補足資料3.2-23（2）P.3.2-23-3）。

⇒森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は並走して分布し，森本・富樫断層帯は東傾斜，砺波平野断層帯（西部）は北西傾斜で，断層面の傾斜方向が異なり，地下（EL-6km付近）で
収斂する位置関係にある（補足資料3.2-23（3）P.3.2-23-6）。

＜地下深部の断層形状・位置関係の検討＞

＜いずれが主断層であるかの検討＞

○地下深部の断層形状・位置関係の検討の結果，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は主断層－副断層の関係にあると判断したことから，いずれが主
断層であるかの検討を行った。検討結果は以下の通り。

評 価
・地下深部の断層形状・位置関係の検討の結果，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は並走して分布し，地下で収斂する位置関係にあることから，主
断層－副断層の関係にあると判断される。
・したがって，いずれか一方の断層は地下深部に連続せず，一方の断層のみが震源断層として活動すると判断されることから，両断層の連動を考慮しない。

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の
設
定

・なお，地震調査委員会（2008，2013）は，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯西部を別の起震断層として設定しているものの，今後，
森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯西部の活動の関連について検討する必要があるとしている。 （補足資料3.2-23（2）P.3.2-23-4）。
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3.2.24 砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果

青字：連動しない可能性を示唆するデータ

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走しないこと
から，3.1節の「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-24。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法

○連動の検討の結果，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層を別々の断層として設定すること
とする。

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査

①地震調査委員会（2004b，2008）は，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層を別の起震断層として設定している（補足資料3.2-24
（2）P.3.2-24-3）。

断層面の傾斜方向，
ずれの向き

②地震調査委員会（2008）は砺波平野断層帯（西部）について北西傾斜（45～50°（中角））の逆断層としているのに対し，地震調
査委員会（2004b）は御母衣断層について高角傾斜で左横ずれを主体とする断層としており，傾斜方向や変位センスが異なる
（補足資料3.2-24（2）P.3.2-24-3）。

地球物理学的調査 重力異常分布
③村田ほか（2018）のブーゲー異常図と断層との関係を確認した結果，砺波平野断層帯（西部）のうち，石動断層に沿って，連続的
な重力異常急変部が認められる。また，御母衣断層の中～南部や，北部の一部区間において，重力異常急変部が認められる。
しかし，両断層間において，重力異常急変部は連続しない（補足資料3.2-24（3）P.3.2-24-4）。

総合評価

・砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動を考慮した文献はない（①）。
・砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層は，断層面の傾斜方向が異なる（②）。
・砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層は，断層の変位センスが異なる（②）。
・重力異常分布からは，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動が想定されるような連続する構造は認められない（③）。

［評価結果］
・以上のことから，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層は同時活動しないと判断されることから，両断層の連動を考慮しない。
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3.2.25 砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果

検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査

①後藤ほか（2015）は，射水断層の北東端を最も長く図示している。また，後藤ほか（2020）は，高清水断層の南西端を最も長く図示して
いる。⇒当社は，上記の端部から，砺波平野断層帯（東部）の断層長さを約30kmとしている（補足資料2.7-4（1）P.2.7-4-2）。

②富山大学・地域地盤環境研究所（2011）は，呉羽山断層帯の北東端を最も長く図示している。また，地震調査委員会（2008）は，呉羽山
断層帯の南西端を最も長く図示している。⇒当社は，上記の端部から，呉羽山断層帯の断層長さを約35kmとしている（第1193回審査
会合 資料2-2 補足資料2.7-2（1）P.2.7-2-2）。

地球物理学的調査 反射法地震探査
③反射法地震探査の結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の地下深部における切り合い関係は確認できない（補足資料3.2-25
（2）P.3.2-25-3）。

断層の活動履歴 平均変位速度
④地震調査委員会（2008）によれば，砺波平野断層帯（東部）の平均変位速度は0.3-0.4m/千年程度（上下成分），呉羽山断層帯の平均
変位速度は0.4-0.6m/千年程度（上下成分）である（補足資料3.2-25（3）P.3.2-25-5）。

総合評価

・砺波平野断層帯（東部）の長さは約30km，呉羽山断層帯の長さは約35kmであり，断層長さはほぼ同程度である（①，②）。
・砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の地下深部における切り合い関係は確認できない（③）。
・文献調査の結果に基づく平均変位速度を比較した結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の平均変位速度は同程度である（④）。

［評価結果］
・検討の結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯のいずれが主断層であるかは明確に判断できないことから，断層モデルについて
は，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯のそれぞれが主断層となるケースを個別に設定することとする。

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯については，地表での断層位置・形状を確認した結果，断層トレースが並走することか
ら，3.1節の「当社の連動評価の検討方法」に基づき，地下深部の断層形状・位置関係の検討を行った。検討結果は以下の通り。検討データは補足資料3.2-25。

【砺波平野断層帯（東部）】
・地震調査委員会（2008）及び文科省ほか（2015）によれば，砺波平野断層帯（東部）は南東傾斜（約30°）の逆断層である（補足資料3.2-25（2）P.3.2-25-3）。

【呉羽山断層帯】
・地震調査委員会（2008）によれば，呉羽山断層帯は北西傾斜（約45°）の逆断層である（補足資料3.2-25（2）P.3.2-25-3）。

⇒砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は並走して分布し，砺波平野断層帯（東部）は南東傾斜，呉羽山断層帯は北西傾斜で，断層面の傾斜方向が異なり，地下（EL-4km付近）で収斂
する位置関係にある（補足資料3.2-25（3）P.3.2-25-6）。

＜地下深部の断層形状・位置関係の検討＞

＜いずれが主断層であるかの検討＞

○地下深部の断層形状・位置関係の検討の結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は主断層－副断層の関係にあると判断したことから，いずれが主断層
であるかの検討を行った。検討結果は以下の通り。

評 価
・地下深部の断層形状・位置関係の検討の結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は並走して分布し，地下で収斂する位置関係にあることから，主断層
－副断層の関係にあると判断される。
・したがって，いずれか一方の断層は地下深部に連続せず，一方の断層のみが震源断層として活動すると判断されることから，両断層の連動を考慮しない。
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・なお，地震調査委員会（2008）は，砺波平野断層帯東部と呉羽山断層帯を別の起震断層として設定している（補足資料3.2-25（2）P.3.2-25-4）。
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4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）
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○敷地周辺において，震源として考慮する活断層を下図及び右表に示す。
○周辺陸域，周辺海域において文献調査等により抽出した全ての断層等の評価概
要を次頁以降に示す。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）
震源として考慮する活断層

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所

断層名 断層長さ
連動の評価※2

傾斜※2

追加の連動評価

敷
地
近
傍

ふくうら

(1) 福浦断層 3.2 km 70°W
かぶといわおき

(2) 兜岩沖断層 4.0 km E
ごばんじまおき

(3) 碁盤島沖断層 4.9 km NW
とぎがわなんがん

(4）富来川南岸断層 9.0 km 60°SE

敷

地

周

辺

さかみ

(5) 酒見断層 11.0 km W
びじょうさん

(6) 眉丈山第２断層 23.0 km 60°NW
あまみさきおき

(7) 海士岬沖断層帯 20.3 km 海士岬沖断層帯－笹
波沖断層帯（東部）

34.2km

60°SE
ささなみおき

(8-1) 笹波沖断層帯（東部） 20.6 km 笹波沖断層
帯（全長）
45.5km

60°SE
(8-2) 笹波沖断層帯（西部） 25.3 km

と ぎ が わ

(9) 富来川断層 5.6 km W
はくいおきひがし

(10) 羽咋沖東撓曲 33.6 km 60°W
の と じ ま は ん う ら

(11) 能登島半の浦断層帯 11.6 km 60°W
はくいおきにし

(12) 羽咋沖西撓曲 23.0 km 60°W
おうちがたなんえん

(13) 邑知潟南縁断層帯 44.3 km 邑知潟南縁断層帯－
森本・富樫断層帯

74km

30°SE
もりもと とがし

(14) 森本・富樫断層帯 30 km 40～60°E
まえのせとうほう

(15) 前ノ瀬東方断層帯 29.5 km SE

の と

(16) 能都断層帯 20.9 km 
能都断層帯－滝ノ坊

断層

30km
44°SE

と やまわん にしがわ かいいき

(17-1) 富山湾西側海域断層（南部） 22 km 富山湾西側
海域断層
80 km 

砺波平野断層帯（西
部）-高岡断層-富山湾
西側海域断層

123km

30～50°NW(17-2) 富山湾西側海域断層（北部） 7.0 km
(17-3) TB3 [24 km]※1

と な み へ い や

(18) 砺波平野断層帯（西部） 26 km 45～50°NW
さるやまみさきほっぽうおき

(19) 猿山岬北方沖断層 41 km 65°SE
と な み へ い や

(20) 砺波平野断層帯（東部） 30 km 30°SE
くれはやま

(21) 呉羽山断層帯 35 km 45°NW

(22-1) KZ3 16 km KZ3・KZ4
16km・26km

60°NW
(22-2) KZ4 26 km 50°SE

さるやまおき

(23-1) 猿山沖セグメント 28 km
能登半島北部沿岸域

断層帯
96 km 

60°SE

わじま おき

(23-2) 輪島沖セグメント 28 km
す ず おき

(23-3) 珠洲沖セグメント 26 km
ろっこう

(23-4) 禄剛セグメント 28 km

(24) KZ6 26 km 55°SE
(25) KZ5 28 km 60°S

うしくび

(26) 牛首断層帯 78 km ほぼ垂直
あとつがわ

(27) 跡津川断層帯 69 km ほぼ垂直
うおづ

(28-1) 魚津断層帯 40 km
魚津断層帯及び
能登半島東方沖

の断層
128 km

30°SE

(28-2) TB5 29 km
能登半島
東方沖の
断層
85 km

25～45°SE

(28-3) TB6 17 km
(28-4) JO1 22 km
(28-5) JO2 27 km
(28-6) JO3 17 km

み ぼ ろ

(29) 御母衣断層 74 km 高角

(30) NT1 45 km 50°NW
ふ く い へ い や と う え ん

(31) 福井平野東縁断層帯 45 km 
50°E～
ほぼ垂直

(32-1) FU1 6.7 km
石川県西方沖の断層

65 km
50～60°NW(32-2) FU2 21 km

(32-3) FU3 21 km
(33-1) NT2 37 km NT2・NT3

53 km
50°NW

(33-2) NT3 20 km
いといがわ しずおかこうぞうせん

(34-1)糸魚川－静岡構造線活断層系(北部) 50 km
糸魚川－静岡構造線

活断層系
158 km

30～60°E

(34-2)糸魚川－静岡構造線活断層系(中北部) 45 km E(高角)
(34-3)糸魚川－静岡構造線活断層系(中南部) 33 km W
(34-4)糸魚川－静岡構造線活断層系(南部) 48 km 30～60°W

敷地周辺の断層の分布
（震源として考慮する活断層を表示）

(3)
(1)

(2)

(4)

(6)

(5)
(9)

(10)

(12)

(11)

(16)

(19)

(15)

(8-2)

志賀原子力
発電所

(29)

(30)

(33-2)

(34-2)

(31)

(33-1)

(34-1)

(34-4)

(34-3)

(13)

傾斜方向

後期更新世以降の活動が否定
できないと評価した断層

凡例

(7)

(17-1)

(17-2)

(17-3)

※1：[ ]内の長さは文献に示された長さ
※2：連動を考慮した長さ及び断層の傾斜角は，調査結果に基づくものである。地震動評価

及び津波評価においては，調査結果の不確実性を考慮して傾斜角を別途設定する。



4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）
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【陸域（半径30km範囲） 】

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層評価

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

No. 名称 断層長さ※1
連動の評価

敷地から
の距離※2 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価追加の
連動評価

敷
地
近
傍
陸
域

①
ふく うら

福浦断層 3.2km 1.3km N-S
西傾斜

(70)
西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

②

わこうだい みなみ

和光台南の断層 （2km） 2.9km － － － 対応する断層が認められない。
たか

高ツボリ山東方リニアメント （3.4km） 2.9km － － － 対応する断層が認められない。
たか

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント （0.5km） 3.7km － － － 対応する断層が認められない。
たか

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント （0.8km） 3.8km － － － 対応する断層が認められない。

③
ながた

長田付近の断層 （2.5km） 3.7km － － － 対応する断層が認められない。

敷
地
周
辺
陸
域

④
たかはま

高浜断層 （3km） 7.4km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑤
と ぎ がわなんがん

富来川南岸断層 9.0km 10km NE-SW
南東傾斜

(60)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

⑥
や だ

矢駄リニアメント （6.8km） 11km － － － 対応する断層が認められない。

⑦
や ち

谷内西方の断層 （2km） 12km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑧
さか み

酒見断層 11.0km 14km N-S 西傾斜 西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

⑨
たかつめ

高爪山西方の断層 （1.5km） 16km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑩
よこ た

横田付近の断層 （2.5km） 13km － － － 対応する断層が認められない。

⑪
にし や ち

西谷内リニアメント （3.3km） 13km － － － 対応する断層が認められない。

⑫
た じり だきせいほう

田尻滝西方の断層 （2km） 14km － － － 対応する断層が認められない。

⑬
ふたくちせいほう

二口西方の断層 （1km） 14km － － － 対応する断層が認められない。

⑭
こし が くち せいほう

越ヶ口西方の断層 （0.5km） 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑮
べっしょ

別所付近の断層 （1.7km） 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑯
お まき

小牧断層 （1.7km） 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑰
せあらし

瀬嵐断層 （1km） 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑱
か しまだい

鹿島台リニアメント （0.6km） 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑲
びじょうさん

眉丈山第1断層 （9km） 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑳
びじょうさん

眉丈山第2断層 23.0km 15km NE-SW
北西傾斜

(60)
北西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉑
とく だ ほっぽう

徳田北方の断層 （3.4km） 20km － － － 対応する断層が認められない。

㉒
と ぎ がわ

富来川断層 5.6km 19km N-S 西傾斜 西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉓
か しま

鹿島西断層 （4.4km） 20km － － － 対応する断層が認められない。

㉔
みどりがおか

緑ヶ丘リニアメント （5.2km） 21km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

㉕
そ ぷく

曽福リニアメント （2.9km） 21km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

㉖
おうちがた

邑知潟南縁断層帯※3 44.3km

邑知潟南縁
断層帯－森
本・富樫断

層帯
74km

37km NE-SW
南東傾斜

(30)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉗
にしなか お

西中尾リニアメント （11km） 23km － － － 対応する断層が認められない。

㉘
しもからかわ

下唐川リニアメント （3.3km） 23km － － － 対応する断層が認められない。

㉙
お また

小又西方の断層 （2.5km） 26km － － － 対応する断層が認められない。

㉚
はら

原断層 （1.5km） 27km － － － 対応する断層が認められない。

㉛
の と

能都断層帯 20.9km
能都断層帯
－滝ノ坊断
層 30km

41km NE-SW
南東傾斜
（44）

南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

※1：（）内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
※3：坪山-八野断層及び内高松付近の断層については，邑知潟南縁断層帯の一部として評価することとした。

灰色：敷地近傍陸域の断層と富来川南岸断層は，第1193回審査会合で説明済。



【陸域（半径30km以遠）】

敷地周辺陸域（半径約30km以遠）の断層評価

※：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
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No. 名称 断層長さ
連動の評価

敷地から
の距離※ 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価追加の連動
評価

敷
地
周
辺
陸
域

Ⅰ
と なみへいや

砺波平野断層帯（西部） 26km

砺波平野断層
帯（西部）-高岡
断層-富山湾西
側海域断層

123 km

40km NE-SW
北西傾斜
(45～50)

北西側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅱ
もりもと と がし

森本・富樫断層帯 30km

邑知潟南縁断

層帯－森本・

富樫断層帯

74km

37km N-S
東傾斜

(40～60)
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅲ
と なみへいや

砺波平野断層帯（東部） 30km 57km NE-SW
南東傾斜
（30）

南東側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅳ
くれ はやま

呉羽山断層帯 35km 60km NE-SW
北西傾斜

(45)
北西側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅴ
うしくび

牛首断層帯 78km 80km NE-SW ほぼ垂直
右横ずれ断層

（北東部では南東側隆起成分，南
西部では北西側隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅵ
あとつがわ

跡津川断層帯 69km 85km NE-SW ほぼ垂直 右横ずれ断層
（北西側隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅶ
み ぼ ろ

御母衣断層 74km 94km N-S 高角

左横ずれ断層
（加須良断層では東側隆起成分，
白川断層，三尾河断層では西側

隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅷ
ふく い へいや

福井平野東縁断層帯 45km 100km N-S

東傾斜
(50)
～ほぼ
垂直

左横ずれ，かつ
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅸ
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層系
（北部）

50km

糸魚川－
静岡構造線
活断層系
158 km

165km

N-S
東傾斜

(30～60)
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅹ
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層系
（中北部）

45km N-S
東傾斜
（高角)

左横ずれ断層
（諏訪盆地南西縁では東側低下

の正断層成分を含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⅩI
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層系
（中南部）

33km NW-SE 西傾斜
左横ずれ断層

（諏訪盆地北東縁では西側低下
の正断層成分を含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⅩII
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層系
（南部）

48km N-S
西傾斜

(30～60)

西側隆起の逆断層
（鳳凰山断層は左横ずれ成分を

含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

灰色： 「敷地周辺（海域）の断層の評価」において説明。

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所。

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層分布図

30km

※：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出



4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）
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【海域（半径30km範囲） 】

No. 名称
個別断層の評価
断層長さ※1

連動の評価
敷地からの距離※2 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価
追加の連動評価

敷
地
近
傍
海
域

Ⓐ 兜岩沖断層 4.0km 4.0km N-S 東傾斜
東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓑ 碁盤島沖断層 4.9km 5.5km NE-SW 北西傾斜
北西側隆起の

逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

敷
地
前
面
調
査
海
域

Ⓒ 海士岬沖断層帯 20.3km 海士岬沖断層
帯-笹波沖断
層帯（東部）
34.2 km

16km

NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓓ 笹波沖断層帯（東部） 20.6km
笹波沖断層
帯（全長）
45.5 km

17km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓔ 笹波沖断層帯（西部） 25.3km

Ⓕ 羽咋沖東撓曲 33.6km 20km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓖ 能登島半の浦断層帯 11.6km 21km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓗ 無関断層 （0.5km） 21km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓘ 島別所北リニアメント （2.2km） 24km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓙ 七尾湾調査海域の断層
（N-1断層，N-2断層，N-8断層）

（2.0～4.5km） 24km～26km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層 （26km） 21km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓛ 鈴木（1979）の断層 （13km） 22km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓜ 羽咋沖西撓曲 23.0km 24km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓝ 田中（1979）の断層 （16km） 25km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯 29.5km 28km NE-SW 南東傾斜
南東側隆起の

逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層評価

※1：（）内の長さは文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層分布図

灰色：敷地近傍海域の断層は，第1193回審査会合で説明済。
敷地周辺海域（5km以遠）の断層は「敷地周辺（海域）
の断層の評価」において説明。

Ⓐ

Ⓕ 

30km

5km

志賀原子力発電所

Ⓗ

Ⓙ
Ⓖ

リニアメント・変動地形は判読
されないが，文献に図示された
主な断層等

凡 例

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所。



【海域（半径30km以遠）】
敷地周辺海域（半径約30km以遠）の断層評価

No. 名称
個別断層の評価
断層長さ※1

連動の評価
敷地からの距離※2 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価
追加の連動評価

敷
地
周
辺
海
域

ⓐ FU2 （60km） 32km - - -
第四系に対応する断層は
認められない。

ⓑ 富山湾西側海域断層（南部） 22km
富山湾西
側海域断

層
80 km

砺波平野断層帯
（西部）-高岡断
層-富山湾西側
海域断層
123  km

40km NE-SW
北西傾斜
（30～50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓒ 富山湾西側海域断層（北部） 7.0km

ⓓ TB3 （24km）

ⓔ 猿山岬北方沖断層 41km 51km NE-SW
南東傾斜
（65）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓕ 猿山岬以西の断層 （24km） 36km - - -
後期更新世以降の活動は
認められない。

ⓖ KZ3 16km
KZ3・KZ4

16km・26km
51km

NE-SW
北西傾斜
（60）

北西側隆起の
逆断層 後期更新世以降の活動が

否定できない。
ⓗ KZ4 26km NE-SW

南東傾斜
（50）

南東側隆起の
逆断層

ⓘ FU1 （63km） 61km - - -
後期更新世以降の活動は
認められない。

ⓙ 猿山沖セグメント 28km

能登半島北部沿岸域
断層帯
96 km

65km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓚ 輪島沖セグメント 28km

ⓛ 珠洲沖セグメント 26km

ⓜ 禄剛セグメント 28km

ⓝ KZ6 26km 76km NE-SW
南東傾斜
（55）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓞ KZ5 28km 80km E-W
南傾斜
（60）

南側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓟ 魚津断層帯 40km

魚津断層帯及
び能登半島東
方沖の断層

128 km

91km NE-SW

南東傾斜
（30）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓠ TB5 29km

能登半島
東方沖の
断層
85 km

南東傾斜
（25～45）

ⓡ TB6 17km

ⓢ JO1 22km

ⓣ JO2 27km

ⓤ JO3 17km

ⓥ NT1 45km 94km NE-SW
北西傾斜
（50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓦ FU1 6.7km

石川県西方沖の断層
65 km

106km NE-SW
北西傾斜
（50～60）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓧ FU2 21km

ⓨ FU3 21km

ⓩ NT2 37km
NT2・NT3

53 km
122km NE-SW

北西傾斜
（50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ab NT3 20km※1：（）内の長さは文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

365

敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層分布図

志賀原子力発電所

(2007a)

(2007a)

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所。

灰色：「敷地周辺（海域）の断層の評価」において説明。
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